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ダイビル株式会社
建設技術部長　　

馬場　章博
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厳しい工期に対応した工程管理の徹底
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設計コンセプト

眺望と環境性能を両立する外装デザイン

御堂筋ダイビル　　完成
（６）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　４月２５日　（木曜日）

　大阪市中央区で建設を進めていました「御堂筋ダイビル」
がこのほど、竣工致しました。年月に閉館した旧
「御堂筋ダイビル」を建て替えたもので、多くのテナント
様や地域の方々に長年親しまれてきた旧ビルのデザインを
継承しつつ、外装には鈍色の金属パネルを採用し、御堂筋
のにぎわいや周辺の緑を映しこむデザインとしています。
　同ビルのコンセプトは「Your Premium, Your Workpla
ce」。大阪のメインストリートである御堂筋に面し、規模
は地下１階地上階建て。３、５～階にオフィス、１階
に店舗、２階にテナント専用ラウンジ、４階にはシェアオ
フィスを配置し、働き方の多様化に対応可能なワークプレ
イスを提供しました。
　目玉である２階のテナント専用ラウンジは「森のとまり
木」をイメージした上質で落ち着きのある空間に、会議室
やフォンブース、カウンター席、２層吹き抜けの開放的な
テラスなどを設け、在宅勤務では得ることができないプレ
ミアムなワークプレイスを実現しています。
　４階には当社初の会員制シェアオフィス「ouno（オウ
ノ）」を配置。洗練されたデザインとサービスで、働く一
人一人に最高の環境を提供できるようにしました。
　オフィスワーカーのウェルネスにも配慮をしており、自
然光で満たされ歩きたくなるような「Wellness階段」を
はじめ、各階の窓下に設置の「自然換気窓」や「リフレッ
シュテラス」により、オフィスに居ながら外気に触れるこ
とができます。さらに一部の低層フロアには外部の光環境
の時間変化に合わせたエコサーカディアン照明制御を導入
するなど、居心地の良い空間を創出しています。
　心身への健康性・快適性への取り組みが評価され「ＣＡ
ＳＢＥＥ－スマートウェルネスオフィス」認証の最高位で
ある「Ｓランク」の取得や、基準一次エネルギー消費量か
ら％以上の削減を達成し「ZEB Oriented」を取得する
など、高い環境性能を有しています。
　当社が継承する「自然との共生」の精神のもと、御堂筋
の銀杏並木や難波神社の緑地などの自然環境とも調和した
新ビルが、旧ビル同様に末永く皆様に親しまれることを期
待しております。

■工　事　名　称：御堂筋ダイビル建替計画
■工　事　場　所：大阪市中央区南久宝寺町４－５－１
■発　注　者：ダイビル株式会社
■用　　　途：事務所、物販店舗、自動車車庫、自転車駐輪場
■設計・監理：株式会社日建設計
■施　　　工：株式会社大林組
■構　　　造：地下ＲＣ・ＳＲＣ造、地上Ｓ造
■階　　　数：地下１階地上階塔屋１階
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■最　高　高　さ：．ｍ
■工　　　期：年月日～年１月日

写真：伊藤彰（アイフォト）

　
２
０
２
０
年

月
末
に
閉
館
と
な

た
旧
御
堂
筋
ダ
イ
ビ

ル
を
建
て
替
え
た
今
回
の
工
事
は


年
３
月
に
解
体
工
事

か
ら
始
ま
り
ま
し
た

着
工
時
に
設
定
さ
れ
た
工
程
が
短
か


た
こ
と
も
あ
り

期
日
内
に
完
了
で
き
る
よ
う
工
程
の
厳

守
に
努
め
な
が
ら
施
工
に
当
た
り
ま
し
た


　
地
下
鉄
御
堂
筋
線
と
中
央
線
の
本
町
駅
か
ら
徒
歩
３
分
の

場
所
で
行
わ
れ
た
工
事
は

周
囲
に
工
事
関
係
者
以
外
の
往

来
が
多
い
中
で

コ
ン
パ
ク
ト
な
敷
地
い

ぱ
い
に
建
物
を

建
て
る
計
画
で
し
た
鉄
骨
建
て
方
や
外
装
の
取
り
付
け
は


敷
地
境
界
か
ら
建
物
ま
で
の
わ
ず
か
な
空
地
を
利
用
し
て
実

施
す
る
こ
と
か
ら

通
行
者
や
一
般
車
両
と
の
離
隔
が
取
り

難
い
中
で
の
作
業
と
な
り

第
三
者
の
安
全
の
管
理
に
は
と

り
わ
け
苦
労
し
た
現
場
と
な
り
ま
し
た


　
さ
ま
ざ
ま
な
厳
し
い
条
件
の
施
工
で
は
あ
り
ま
し
た
が


施
主
の
ダ
イ
ビ
ル
様
と
設
計
・
監
理
の
日
建
設
計
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り

無
事
に
竣
工
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た


　
工
事
期
間
中
の
昨
年
に
は
阪
神
タ
イ
ガ

ス
が

年
ぶ
り

に
日
本
一
に
輝
き
オ
リ

ク
ス
バ
フ

ロ

ズ
が
リ

グ
３

連
覇
を
果
た
し
ま
し
た

両
チ

ム
の
パ
レ

ド
を
施
工
中

の
ビ
ル
の
２
階
テ
ラ
ス
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
幸
運
に
恵

ま
れ
た
こ
と
は

今
回
の
現
場
に
お
け
る
思
い
出
と
な
り
ま

し
た


　
株
式
会
社
大
林
組
大
阪
本
店

御
堂
筋
ダ
イ
ビ
ル
工
事
事
務
所
　
所
長
　
朝
野
一
彦

　
ダ
イ
ビ
ル
が
２
０
２
１

年
か
ら
大
阪
市
中
央
区
の

御
堂
筋
沿
い
で
建
て
替
え

工
事
を
進
め
て
い
た
﹁
御

堂
筋
ダ
イ
ビ
ル
﹂
が
完
成

し
た

地
下
１
階
地
上


階
建
て
の
規
模
で

高
さ



の
超
高
層
複
合
ビ
ル

と
な
る

同
社
が
継
承
す

る
﹁
自
然
と
の
共
生
﹂
の

精
神
を
大
切
に
し
つ
つ


働
き
方
の
多
様
化
に
対
応

可
能
な
ワ

ク
プ
レ
イ
ス

や

働
く
人
の
健
康
を
サ

ポ

ト
す
る
ウ

ル
ネ
ス

な
オ
フ

ス
空
間
を
提
供

し
て
い
る

設
計
・
監
理

は
日
建
設
計

施
工
は
大

林
組
が
担
当
し
た


　柱を外部側へ露出して貸室内への柱の突出を最小化し、柱面とガ
ラス面の差㎜の範囲に日射抑制フィンを設置しています。フィ
ンの奥行と角度は各々３種類あり、御堂筋の緑と空への眺望が得ら
れる稀有な立地条件を活かした「ビューポテンシャルの可視化」に
よるコンピュテーショナルなフィン配置の最適化を行い、眺望と環
境性能を両立する今までにない外装デザインを創出しました。
　商業価値が最も低い２階を一部外部化して天空率の検証を行うこ
とで基準階オフィスを最大化するとともに、エントランスとテラス
を２階に設けることで御堂筋の銀杏並木の価値を１年を通じて最大
限享受できる、都市に開放された新しい視点を提供しています。

　過去のダイビルシリーズから連綿と続く「自然との共生」をテー
マに低層階には屋内外に緑を引き込むバイオフィリックデザインと
エコサーカディアン照明、各階にはエレベーターホールに面したガ
ラス張りで自然光の入る歩きたくなるウェルネス階段、換気ホッ
パーと連動する自然換気窓の設置などによりウェルネスオフィスを
実現しています。
　建て替え前の旧御堂筋ダイビル（年竣工）の特徴的なステン
レス外装・角アール窓のデザインへのリスペクトとして、光輝合金
パネルの柱型・ステンレス角アール窓を実装しデザインの継承を図
っています。
　株式会社日建設計　設計監理部門

　設計グループ　ダイレクター　喜多主税
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基準階オフィス

エントランス Wellness階段


